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江
戸
時
代
、
本
陣
が
大
小
名
を
は
じ
め
勅
使
・
院
使
・
宮
・
門
跡
・
駿
府

大
坂
二
条
御
番
衆
・
公
用
の
武
士
・
諸
侯
家
老
職
な
ど
の
特
権
階
級
の
宿
泊

施
設
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
「
本
陣
」
の
名
の
お
こ
り

は
、
軍
時
に
お
け
る
本
営
の
称
で
あ
っ
た
屯
の
靜
決
名
の
旅
宿
に
転
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
現
在
ま
で
の
通
説
で
、
貞
治
二
年
（
一
一
一
一

六
三
）
足
利
義
詮
が
上
洛
の
折
、
そ
の
旅
宿
に
宿
札
を
か
か
げ
、
本
陣
と
称

（
２
）

し
た
と
い
う
か
ら
そ
の
端
緒
は
か
な
り
古
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
陣
起

立
の
由
来
も
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
道
中
奉
行
の
問
い
合
わ
せ
に
対
す

る
、
東
海
道
三
嶋
・
原
・
吉
原
・
蒲
原
・
江
尻
等
五
宿
の
本
陣
亭
主
連
名
の

回
答
に
よ
る
と
、
最
初
か
ら
特
に
本
陣
と
い
う
特
定
の
職
分
が
設
定
さ
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
町
戈
に
お
い
て
田
畑
山
林
な
ど
多
分
に
所
持
し
、
家

屋
敷
も
広
く
、
召
仕
い
の
男
女
を
多
人
数
か
か
え
て
い
る
こ
と
を
通
行
の
大

小
名
が
聞
き
及
び
、
宿
を
仰
せ
つ
け
る
の
で
、
そ
れ
を
請
け
る
う
ち
に
定
宿

の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
来
た
。
そ
し
て
寛
永
年
間
、
幕
府
の
宿
々
に
対
す
る

法
政
史
学
第
二
十
六
号

は
じ
め
に

近
世
宿
駅
に
お
け
る
大
名
と
本
陣

ｌ
東
海
道
大
磯
宿
小
島
本
陣
を
中
心
と
し
て
Ｉ

御
糺
し
が
あ
っ
た
際
、
大
名
宿
と
称
す
る
の
も
如
何
か
と
い
う
こ
と
で
、
本

（
３
）

陣
と
唱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
大
名
と
本
陣
の
関
係
は
、
非
常
に
密
接
で
あ
る
が
、
そ
の
両

者
の
関
係
を
、
主
と
し
て
経
済
的
側
面
か
ら
明
ら
か
に
し
て
ふ
た
い
と
思
う
。

本
陣
は
休
泊
者
の
要
請
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
経
営
で
あ
る
の
で
、
大
名

達
の
休
泊
料
は
心
付
け
に
相
当
す
る
〃
金
一
封
〃
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
〃
茶
代
〃
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

廿
八
日
芸
州
様
御
家
老

関
勘
四
郎
様
御
泊

茶
代
な
し
は
た
こ
廿
五
人

百
舟
文
シ
、

右
は
、
大
磯
町
小
島
本
陣
史
料
の
う
ち
の
「
御
休
泊
控
帳
」
の
一
部
で
あ

る
が
、
〃
茶
代
川
と
い
う
言
葉
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
。
〃
茶
代
〃
の
金
額
は

一
定
せ
ず
、
諸
家
ま
ち
ま
ち
で
、
し
か
も
あ
ま
り
高
額
で
は
な
か
っ
た
。
こ

堀
田

ト 六

四

ヨ
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天明３年 第１表近
世
宿
駅
に
お
け
る
大
名
と
本
陣
（
堀
田
）

上り．

下り休

泊の別

休泊料・心
付け・祝儀

i､Ⅱ｜諸家名 旅寵科｜食事代ｌｉｌｉ考

1.,21

=Ｉ
南錬壱片
白銀壱包
（上物代）

金100疋

銀子壱包
（上物代）

金500疋

|膳驍未明Ｉ
上り

(48文×４人）192文宮原和泉守
体

2町50文’
’

－－’

下り.’

油’
宮原和泉守 (110文×25人） 下栴５軒2７

Ｔ

Ｉ＿＿｜

下り．

泊

下り・

休

下り・

泊

松平和泉守 (125文×15人）２F1280文2．１０

所耐｜
日雇下宿’

７軒’

膳めし
１０人程有馬兵部大輔 (48文×１３人)624文鳥目５０疋1３

料金不明’

石井兵部
南錬壱片 御用宿1８

権大輔

下り
油小路大納言 鳥目１貫匁３

体

|￣￣
上り

松平式部大輔 (142文×38人）５賃396文金１両７ 泊
一
体 銀５枚

金100疋

（富五郎へ）

御湯漬
人数不明
９分

紀州様1３

日光
御長持弍林

泊 御用宿1４

金200疋

銀１両

（上物代）

膳めし20人
料金不明

松平飛騨守 体1７

越州様

御長持22梓
下り・

泊
(132文×7人）924文金100疋 日雇方３１軒2３

金100疋

（富五郎へ）
金500疋

(ｆ'鯛'鯛)2伽6文
下り・

泊
脇坂淡路守 下宿１７１１肝２４

柵)料金不明
下り・

柏

下り・

泊

下宿２軒
日雇方３粁

金200正近藤縫殿肋2５

膳めし

(16文×10膳）
１６０文

下賜品
やうじ差

７ツ
(搬柵那賀鳥目５０疋越州様御女中2７

十綴}'6人蝋不明

六
五 下り

因州様 南銃壱片2８
泊

下り 銀２枚
金300疋

(68Hz×73人）４賃964文越州様４．１
体

下り
伊東監物 (146Z×26人）４１T264文金300疋 下宿９３人１

泊
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訓護鍋 卜ＬＷＩ４督

法
政
史
学
第
二
十
六
号

1台所善;獄;X)欝倣|離職限５秒

81幕鰍讓 )又×２９人）３管４８０羽引金200 〕山

座内蔵耐 胃２８８石

画二ＪⅡ

リリノＬⅡＵ′低Ｉ

､ｺｶ〔程代１泊

3〆×１８人）２筒６６４詞金２０ＣⅨ11球好

!ＩＩＥヨ I′、／⑩Ｃ

旧亜曲

寂ＺＵＬ Ｉｘｘロ

３４羽

I霊孟

iＥ３０Ｃ
品工Ｌ仁

8）

脇皿

【)又×２１人)ｊ－，．．
１甑(84文×６人)504 ピヨＩＬｊ。

４Ｉ

金馥ＺＯＣ

５０虫

①４

うＯｘ×目

一ハーハ剛迄餌|逗留

馳茶吉箱下

－１ｔⅥ

害香織下賜

灰育圓l６Ｃ
盆１２００

酉ゴーpI1寡1側

４０羽
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金１両２分
金100疋

初入部につ
き御祝儀有

(150文×19人）２質850文

近
世
宿
駅
に
お
け
る
大
名
と
本
陣
（
堀
川
）

初入部御祝
儀有
日雇宿25軒

金２両
金200疋 (184文×１１人）２側24文

(124文×7人）868文 御用宿
F1

旅寵

1繍刎'｢蓬
金１両 １４日迄

酒勾川差支
二付
御泊

銀１両

金200疋

金100疋

(新宅御祝儀）
(64文×19人）１質216文Ｈ

金200疋

金100疋(隠居へ）
鳥目50疋(内へ）

金200疋

(200文余×19人）
３賃800文余

南錬下賜
額不明

150文というの
は分払いをし

進躯:幾
人。うち日雇
124文

(150文×32人）４貧800文

(100文×３人）300文青銅50正

金300疋

銀1両(御関札料）
銭300正(上物代）

一膳めし
１６～17程

】

ロ
比
。
。 (132文×10人）１質320文

(132文×16人）２flll2文銀５枚

膳めし
(30文×１１人）

330文

(64文×9人）576文鳥目５０疋

金１両
銀１両
（御関札料）

金１分

下宿２６軒
日雇宿311m：

(164文×20人）３賃280文

昼はたご

(;:I蕊A)1町50文
(170文×78人）１３質260文

湯漬８人
料金不明

六
七

染緒式端
加賀紋下賜

銀10枚

(50文×14人）700文南錬壱片ＩＩＢ‐

(176文×30人）５ｆｔ280文金300疋３１柳沢伊勢
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|皿２１宝
l－ｌ－

(':畷Ｉ小56文

・
休
一
。
休

り
一
り

上
一
下

鳥１１５０疋台院 法
政
史
学
第
二
十
六
号

(50文×14人）700文南錬壱片由良信濃守1７

上り
金100疋加藤佐渡守2０

体

'一

上り
(180文×２１人）３貢780文 下宿21軒加藤遠江守 金１両2６

泊

下り江川

太郎左術門

０

１１ 木銭453文６
泊

(;職人）
上り

紀）１１御女｢１１ 金１００疋 11'〔776文2０
体

はたご５人金100疋
かどの物３人400文

下り・

泊
最乗寺2２

下り
(168文×30人）４獄40文五|鳩近江守 金200疋2３

泊

－－－－－－－|~￣~---

|下り床Ｉ (64文×10人）640文榊原越中守 鳥目５０疋2９

の
ほ
か
に
大
名
休
泊
時
に
お
け
る
本
陣
の
収
入
と
し
て
は
、
一
行
の
旅
寵
銭

や
食
事
を
賄
っ
た
時
の
食
事
代
な
ど
が
あ
っ
た
。
い
ま
そ
れ
ら
の
一
例
と
し

て
、
前
掲
「
御
休
泊
控
帳
」
を
も
と
に
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
の
状
況

を
第
１
表
に
し
て
ふ
る
。

同
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
一
般
に
本
陣
の
収
入
は
休
泊
料
と
旅
龍
料
が

主
で
、
そ
の
ほ
か
の
収
入
と
し
て
は
、
膳
め
し
と
称
す
る
一
膳
め
し
（
汁
と

香
の
も
の
程
度
）
や
、
湯
漬
け
（
簡
単
な
惣
菜
の
食
事
）
な
ど
を
出
し
て
そ

れ
か
ら
の
収
入
を
得
た
り
、
馬
の
預
か
り
料
と
し
て
人
の
二
倍
を
と
る
こ
と

な
ど
が
あ
っ
た
が
、
一
膳
め
し
は
外
部
の
店
屋
か
ら
取
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

さ
し
た
る
収
入
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
右
に
記
し
た
天
明
三
年
の
東
海
道
大

磯
宿
小
鳥
本
陣
に
お
け
る
年
間
の
収
入
を
第
１
表
か
ら
集
計
す
る
と
、
お
よ

そ
二
八
両
金
と
な
る
。
同
年
当
宿
通
行
の
大
小
名
及
び
そ
れ
仁
准
ず
る
者

の
総
計
は
九
二
名
。
う
ち
休
泊
の
下
賜
金
・
旅
龍
料
支
払
い
の
者
五
六
名
。

御
用
宿
で
下
賜
金
な
し
の
者
七
名
。
同
じ
く
御
用
宿
及
び
お
通
り
で
、
下
賜

金
も
旅
篭
料
も
無
い
者
が
二
九
名
で
あ
っ
た
。
但
し
、
御
用
宿
の
場
合
、
後
で

（
４
）
う
ち
ふ
し

旅
瀧
料
の
足
し
分
が
問
屋
や
名
主
か
ら
出
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
れ
を
打
足

（
５
）

銭
と
称
し
た
が
、
そ
の
金
額
が
当
史
料
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ

の
場
合
の
計
算
か
ら
は
除
外
し
て
い
る
。

本
陣
に
大
名
た
ち
の
与
え
た
下
賜
金
は
、
最
高
が
金
三
両
二
分
、
最
低
が

銭
五
○
正
で
あ
る
が
、
一
番
多
い
の
が
金
二
○
○
正
（
二
分
）
、
次
い
で
多

い
の
が
銭
五
○
正
で
、
平
均
す
る
と
、
御
泊
り
の
場
合
金
に
し
て
お
よ
そ
一

両
三
朱
、
御
休
永
の
場
合
は
同
じ
く
三
分
三
朱
ほ
ど
で
、
御
泊
り
の
方
が
平

均
で
一
分
ば
か
り
多
か
っ
た
。

同
じ
頃
、
天
明
八
年
□
七
八
八
）
の
中
山
道
蕨
宿
岡
本
本
陣
の
場
合
を

六
八
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比
較
す
る
と
、
こ
の
年
の
年
間
収
入
が
金
二
五
蕊
で
小
島
本
陣
の
収
入

の
四
分
の
一
に
満
た
な
い
。
場
所
に
よ
り
本
陣
の
収
入
も
か
な
り
相
違
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

旅
篭
料
も
第
１
表
に
よ
る
と
、
最
高
二
五
○
文
か
ら
最
低
四
○
文
ま
で
の

値
幅
が
あ
る
が
、
内
容
的
に
み
る
と
、
天
明
の
頃
は
二
汁
五
菜
一
人
に
つ
き

銭
二
五
○
文
、
一
汁
五
菜
で
二
○
○
文
。
寛
政
・
享
和
頃
は
一
汁
三
菜
で
銀

一
匁
三
分
、
一
汁
二
菜
で
一
匁
二
分
、
一
汁
一
菜
は
一
匁
一
分
と
い
う
の
が

当
本
陣
の
値
段
で
あ
っ
た
。
第
１
表
中
、
最
高
の
二
五
○
文
と
い
う
旅
龍
料

は
紀
州
御
女
中
家
臣
の
者
の
代
で
あ
り
、
大
名
家
臣
の
旅
寵
料
は
一
四
○
文

か
ら
一
八
○
文
の
間
に
多
く
ふ
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら
察
す
る
と
、
大
名
家
臣

の
鮪
は
一
汁
二
’
一
一
一
菜
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
享
和
三
年
（
一

八
○
三
）
に
は
、

宿
方
二
而
茶
代
金
百
疋
井
御
旅
寵
代
御
壱
人
三
百
銅
シ
、
積
り
、
御
弁

当
出
候
節
者
、
弁
当
代
四
十
八
銅
シ
、
積
り
、
戊
年
（
享
和
二
年
）
又

（
７
）

丘
〈
衛
方
一
一
而
相
勤
候
節
取
極
申
候
事

と
い
う
大
磯
宿
に
お
け
る
規
定
が
で
き
た
。

本
陣
の
収
入
は
、
前
記
の
〃
茶
代
〃
と
旅
籠
料
が
主
で
、
こ
れ
に
関
札
料

・
幕
張
料
な
ど
が
次
ぎ
、
そ
の
外
、
鮪
方
の
た
め
に
米
・
野
菜
・
魚
・
薪
類

な
ど
を
用
意
し
て
、
こ
れ
か
ら
多
少
の
利
を
と
っ
た
り
、
馬
の
預
り
料
と
し

て
人
の
二
倍
を
と
る
な
ど
し
た
が
、
い
ず
れ
も
さ
ほ
ど
の
利
益
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。

従
っ
て
右
の
程
度
の
収
入
で
本
陣
を
支
え
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
な
こ
と

で
、
い
っ
た
ん
事
故
な
ど
の
発
生
し
た
場
合
は
自
力
の
再
興
は
難
か
し
ぐ
、

役
所
や
幕
府
の
救
助
を
願
い
出
る
だ
け
で
な
く
、
定
宿
大
名
に
そ
の
費
用
の

近
世
宿
駅
に
お
け
る
大
名
と
本
陣
（
堀
田
）

援
助
の
寄
付
を
頼
む
こ
と
も
多
く
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
摂
州
郡
山
椿
本
陣
は

享
保
三
年
Ｃ
七
一
八
）
十
月
五
日
に
類
焼
に
あ
い
、
建
物
す
べ
て
を
失
っ

た
が
、
そ
の
時
亭
主
梶
善
左
衛
門
は
脇
本
陣
亭
主
又
兵
衛
を
伴
な
い
、
本
陣

再
建
の
寄
付
を
仰
ぐ
た
め
、
同
年
十
月
十
九
日
に
郡
山
を
出
立
、
約
二
ケ
月

に
わ
た
り
三
田
・
明
石
・
姫
路
・
林
田
・
因
幡
・
津
山
・
備
中
新
見
・
成
己

・
岡
田
。
足
守
・
庭
瀬
・
岡
山
・
赤
穂
・
龍
野
な
ど
を
廻
っ
て
、
椿
本
陣
を
一

定
宿
と
し
て
い
た
大
名
十
六
家
の
協
力
を
得
て
い
る
こ
と
が
、
同
本
陣
の

「
御
大
名
様
御
宿
帳
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
の
寄
付
高
を
同
帳
記
載

の
「
御
合
力
覚
」
に
よ
り
左
に
記
す
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
寄
付
は
当
座
の

攻
な
ら
ず
、
後
に
参
観
交
代
で
同
宿
を
通
過
す
る
と
き
も
、
ひ
き
続
き
下
賜
「

さ
れ
た
こ
と
が
窺
知
で
き
る
。

一一一÷；；￣５℃、、 、、

御
合
力
覚

四
シ
宝
銀
拾
枚

外
一
一
新
金
壱
歩

可
五
枚

外
一
一
乾
金
商
疋

同
百
疋

新
銀
弐
枚

四
シ
宝
銀
壱
枚

可
弐
枚

可
士
直
貨
目

同
壱
枚

（
記
入
ナ
シ
）

乾
金
三
拾
両

右
銀
子
Ｒ
ｕ
被
下
候

九
鬼
丹
後
守
様

亥
御
参
勤
八
郎
衛
門
御
宿

松
平
左
兵
衛
督
様

亥
御
参
勤
八
郎
衛
門
宅
御
休
被
下
候

子
御
帰
国
同
所
宅
御
宿
被
下
候

榊
原
式
部
大
輔
様

建
部
丹
波
守
様

森
安
芸
守
様

松
平
右
衛
門
督
様

松
平
豊
前
守
様

松
平
河
内
守
様

津
山
少
将
様

六
九

Hosei University Repository



「
四
シ
宝
銀
五
枚

関
備
前
守
様

外
一
一
乾
金
百
疋

戌
御
帰
国
八
郎
衛
門
宅
御
踊
倣
下
肢

同
百
疋

亥
御
参
勤
同
所
宅
御
泊
被
下
候

子
御
帰
国
同
所
宅
御
泊
被
下
候

一
、
新
金
一
二
歩

山
崎
兵
庫
様

一
、
乾
金
五
百
正
伊
東
播
磨
守
様

一
、
四
シ
宝
銀
弐
百
日
木
下
肥
後
守
様

乾
金
弐
百
疋

亥
御
参
勤
八
郎
術
門
宅
御
宿
被
下
候

新
金
弐
百
疋

子
御
参
勤
同
所
宅
御
泊
被
下
候

「
（
記
入
ナ
シ
）

板
倉
讃
岐
守
様

一
、
四
シ
宝
銀
三
枚

松
平
大
炊
頭
様

新
金
百
疋

子
ノ
御
参
勤
八
郎
衛
門
宅
御
休
被
下
候

新
鋭
弐
枚

巳
ノ
御
帰
国
一
一
拙
宅
一
一
テ
御
泊
始
俄
被
下
候

一
、
乾
金
士
疸
両

池
田
内
匠
頭
様

右
の
「
御
合
力
覚
」
中
、
戊
は
享
保
三
年
、
亥
は
同
四
年
、
子
は
同
五
年
、

巳
は
同
十
年
の
こ
と
で
、
享
保
六
年
（
一
七
一
二
）
に
は
、
当
木
陣
が
再
建

（
８
）

な
っ
て
、
三
月
八
日
よ
り
休
泊
を
請
け
る
こ
と
を
再
開
し
て
い
る
か
ら
、
再

甦
後
も
定
宿
大
名
の
寄
付
行
為
が
続
行
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
回

ご
と
の
寄
付
額
は
さ
し
た
る
こ
と
が
な
く
て
も
、
回
を
重
ね
て
受
け
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
そ
の
総
額
は
か
な
り
な
し
の
に
な
っ
た
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
非

常
の
場
合
で
な
く
て
も
、
本
陣
は
定
宿
大
名
か
ら
畳
・
建
具
な
ど
の
調
度
金

や
、
破
損
箇
所
の
補
修
費
な
ど
を
下
賜
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
が
本
陣
維
持
の

一
助
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
本
陣
に
と
っ
て
定

宿
大
名
の
確
保
は
、
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。

一一

右
の
如
き
大
名
と
本
陣
と
の
近
親
的
関
係
を
示
す
、
も
の
と
し
て
、
大
名
が

法
政
史
学
第
二
十
六
号

定
宿
本
陣
に
苗
字
帯
刀
を
許
し
た
こ
と
や
、
家
紋
付
上
下
を
下
賜
し
た
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
陣
は
一
般
庶
民
の
休
泊

所
と
し
て
で
は
な
く
、
家
屋
敷
も
広
く
、
使
用
人
も
数
多
く
い
る
と
こ
ろ
が

特
権
階
級
の
常
宿
と
し
て
指
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
家
柄

は
、
土
地
の
旧
家
や
戦
場
で
主
を
失
っ
た
武
士
の
後
簡
と
か
郷
士
の
よ
う
な

者
が
多
く
、
本
陣
職
も
世
襲
制
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
大
方
は
、
苗
字
帯
刀
免

許
の
家
柄
で
あ
っ
た
が
、
特
に
定
宿
の
大
名
か
ら
そ
れ
ら
を
許
さ
れ
た
者
も

（
９
）

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

宿
場
に
よ
っ
て
は
幾
つ
か
の
本
陣
が
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
通
行
の
大
名

や
そ
の
他
の
本
陣
利
用
者
も
そ
れ
ぞ
れ
分
散
し
て
休
泊
す
る
た
め
、
そ
れ
ら

の
客
引
き
競
争
も
起
っ
た
り
す
る
の
で
、
本
陣
側
と
し
て
は
収
入
確
保
の
た

め
に
も
大
名
と
よ
り
緊
密
な
関
係
を
結
ん
で
、
定
宿
を
約
す
こ
と
を
望
ん
だ
。

そ
こ
で
本
陣
は
宿
泊
大
名
に
対
し
、
献
上
品
を
差
し
上
げ
て
定
宿
の
意
向
の

有
無
を
打
診
し
た
。
献
上
品
が
大
名
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
、
御
目
録
と
し

て
一
○
○
疋
ほ
ど
の
金
子
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
は
定
宿
意
向
の
契
機

が
見
出
せ
た
の
で
あ
る
が
、
中
に
は
「
上
物
御
断
」
と
か
「
上
物
不
納
」
な

ど
と
差
し
返
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
て
、
本
陣
の
思
う
よ
う
に
ぱ
か
り
も
い
か

な
か
っ
た
ら
し
い
。
本
陣
か
ら
の
献
上
品
と
し
て
は
、
そ
の
土
地
の
特
産
物

の
よ
う
な
も
の
が
多
く
、
大
磯
で
は
色
石
と
称
す
る
五
色
砂
利
や
、
す
る
め
、

鯛
な
ど
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
定
宿
を
約
す
し
る
し
と
し
て
、
家
紋
付
き
の
上
下
の
拝
領
を
本
陣

が
願
い
出
て
い
る
。
右
の
小
島
本
陣
に
「
記
憶
簿
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
上

下
拝
領
や
そ
の
願
出
で
、
そ
れ
に
大
名
自
筆
拝
領
な
ど
の
記
録
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
整
理
し
て
第
２
表
と
し
た
。

七
○
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七・芒・圭一休一 ｜休
一〈●一〈●一〈体一
十
・
七
・
十
七

ノーＬ
●

●

－￣

＿＝－

７日

禅辨廿一一一一休一
五・四・芸一休一

年月日一鮴

十七・一〈・芸一体
十一・十・四一体一
十一・〈・十一一一泊

八・九・芝一休一

撤蝋三一休一

讃躯英一

一禿撤十七一体

髄霜芸一泊一

四・五・十｜休一

第
２
表

近
世
宿
駅
に
お
け
る
大
名
と
本
陣
（
堀
田
）

御鮒鮒伽鯏馴出筆一御紋付峰卉拝領

一議頭（綱（悪）’

一木下肥後守（上下）’

鍋纒朏守｛繩へ…上存）’
硯埠肥守｛僻へ…帷卉）’

松平主殿頭（帷子）’
牧野駿河守（上下）’
市橋下総守（上下）’

亀井因幡守（上下）’
市橋壱岐守（上下）’

市橋壱岐守（上下）’

石川主殿頭（帷子）’

稲垣和泉守（上下）’

市橋下総守（上下）’
市橋下総守（上下）’

石川備中守（上下）’

御
自
筆
書
・
画
拝
領

そ
の
他

一撹鰄十一一一休一

．
〈
利
子
（
上
下
）

、シ

十一一一・九・廿一〈｜休一

土一一・四・九

九・一〈・芸一体
七・五・土一泊一
一一一Ｏ五・十一一

一一一・〈・甚一休一

十
・
七
・
サ
セ

十・五．其一泊一
九・四・ぜ一一一泊一阿部豊後守（鯛自選一

一研醐一一一泊一

七・十・十四一休一松平丹波守（上下）’
四・疸・十七一休一
四．一一一・文一一松平丹波守（上下）’

一
一一・一一一・十一一一一

Ⅷ榊廿一一一一休一

不
詳
一
一

大
岡
越
前
守
（
上
下
）

―亀井隠岐守（上下）’

脇
坂
淡
路
守
（
時
服
）

兵部少輔（上下）｜
仙
石

脇坂淡路守（上下）’

内藤主殿頭（上下）’

脇
坂
淡
路
守
（
小
袖
）

｜
仙
石
越
前
守
（
上
下
）

鍋島備前守（上下）’

石川阿波守（上下）’

石川阿波守（上下）’

七
一

｜Ⅶ』Ⅲ守癌巻物端）

鰯畷守〈翻一蠣岬）
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一一一・九・兆一泊一

一一一・〈・一雲一泊

〈
一
体
ｎ
房
志
摩
守
（
上
下
）

一一一・五・鉾一一一泊｜島津淡路守（上下）’
一一一・三・一一一一泊一三宅備後守（上下）’

一
一一一・四・十五一泊

一一・一〈。四一体一木下定太郎（上下）
一一・一〈・四一泊一稲垣信濃守（上下）’
二・五・其一泊一加藤能登守（上下）’
一一・三・緋〈｜泊一松平大和守（上下）’
一一・四・梵一泊一
一一・四・十一休一桐馬兵庫（上下）一

十一一・五・八一泊一
十一一鯛十七一休一細川越中守（上下）’

禅鯏＋｜泊一雄酬縦（上下）’

一
・
一
〈
牛
泊

一・一〈・一一一一泊一三宅備前守（上下）’

法
政
史
学
第
二
十
六
号

｜大久保隼人（上下）一

松
平
大
和
守
（
上
下
）

鍋島紀伊守（上下）’

市橘下総守（上下）’

仙石越前守（上下）’

近藤縫殿助（上下）’

大
岡
越
前
守
｛
率
染
避

一一一・十・一一泊一
’一一八・一｜通一石川靱負（上下）’
一一一・七・十九一休一
一一一・云・四一体一戸川大学（上下）’
一一一・四・｜｜泊一五鴫大和守（上下）’

一一ｏ〈・十一〈

一一・一〈・娃一休一加藤能登守（上下）’
一一・一〈・十一一泊一一一一宅備後守（上下）

一一・四・九一休一

勃靴サーー休一相良志摩守（上下）’

一・九・文一泊一敵一一一榔術門（上下）’
｜・九・廿〈一泊一松平岩之助（上下）’

｜人。七一泊｜内藤山城守（上下）’
一・七・六一休一松平弾正忠（上下）’

●

－▲－

－，

●

←－１－
－－

－ニー

ガニ１

一・一〈・芝｜泊一

一・五・文一泊｜加藤能登守（上下）’
一・四・基一泊一九鬼和泉守（上下）’｜松平猟正忠（上下）’

一立花左柵監（上下）’

岡部兵庫（上下）’

七
一

一

｜梛醗守（銃捌迩繩釉職）

松
平甲斐
守
（
鰄
瘤
編
）

｜佐野肥前守一劃染峰）
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雇 ’五？一泊｜宍戸主計（上下）’

允
狩
泊
北
／
相
模
守
（
上
下
）

・
’

三・〈・社一一一伽一
一
コ
口

一五八・梵一泊一本多大和守（上下）’
一 一五・五・純一泊一松平備中守（上下）’

￣￣●－－－－－－－

J姜■二Ｉ

〈・九・控一一一体一
〈・壱・十七一休一
八・一一一・梵一泊｜宍戸主計（上下）’
〈・一一一・四一休一
一〈十一一・梵一泊一
一〈・垂・汁一休一阿部駿河守（上下）’

五・九・封一一一休一阿部隼人（上下）’

五・一一一・培一休一福岡孫十郎（上下）’
平一・一一一十一泊
四・九・梵｜泊一牧糊右衛門（上下）

近
世
宿
駅
に
お
け
る
大
名
と
本
陣
（
堀
田
）

毛一泊一一柳因幡守（上下）一 ｜大久保佐渡守（上下）’

｜松平晴一一一郎（上下）’

脇
坂中務大輔（上下二

内藤播磨守（上下）’

酒井弥門（上下）’

池田采女（上下）’一大畝鵬守（鮒繩）

佐
野
肥
前
守
（
御
梨
避

十四・一一一・塗〈｜泊一
十一一一・九・孔一泊

十一一一・七・十九一休一大岡越前守（上下）一
－１－

●

フミ『
●

。'し

NＥ

十一一八・志一泊―内藤豊後守（上下）’
十一一・七・十一〈｜休一

－１－

／、
－ユーの

-1-・
ソし

泊

十一一・三・笑一泊
十一・九・梵一泊一松平主税（上下）’
十一・一〈・五一泊一仙石大和守（上下）’
十一・一〈・一｜泊一加藤越中守（上下）一

－１－

－i-.

-i一

泊

十・七・十七一休一
１
口

十・十・一一一休一

九八・十一〈｜附一
九・四・十一〈｜休一島津石見守（上下）’
〈十一一・基一泊―佐藤美濃守（上下）’
〈・九・梵｜泊一巨勢大内蔵（上下）’

内藤外記（上下）’

一
三
宅
長
門
守
（
上
下
）

一松平大和守（上下）’

｜大久棚渡守（帷子）’
｜松平甲斐守（上下）’
｜仙石美漉守（上下）’

ｆ
幻
川
守
（
Ｊ
１
）

蒔田権助（上下）’

七

一

一
譲
一
繍
謬
一

本
多
丹
後
守
彌
灘
避
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十四・九・サ一一一
体

十四・〈。＋｜休一

一一一・十・汁一一泊｜有馬内記（上下）一
一一一・九・廿一休一相良近江守（上下）’
一一一人．十七一休一

一一一・七・？。

一

一

■■■■■■■■■■

●

－ビ
●

￣

一一一・五・サ五一休一
一一一・三・昔一泊一
一一・十一・十四一泊一
一一・九・芸一泊―津田壮之助（上下）’

一一・〈・’

文
政

一一・七・？．

一一一・十一一十一一一成舗右術門（上下）’
一一一・十一・十五一体
’一一・十一・十｜通一牧野采女（上下）’

。

四．一一一・芸一泊一
四・｜・廿一休一高井山城守（上下）’

法
政
史
学
第
二
十
六
号

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

￣

｜’

■■■■■■■■■■■■■■■■

｜’

内
藤
播
磨
守
（
時
服
）

湯脈柵松中（時服）

↑
井
大
Ⅲ
ザ
（
上
１
）

一松平石見守（上下）’

磨
守
（
帷
子
）

■Ｐ

鍋島紀伊守（上下）’

中務大輔（上下）｜
脇
坂

筒井和泉守（上下）’

阿部大学（上下）’

伊本

'３三i′
HI1四文
贈年化
雅に十
豚下年
宜賜・
しの十

｜脳繩守｛繊剛“柵崎“）

Ⅱ
兎
・

（柵‐
あ

Ｊ
Ｊ
ｌ
．

牧
野
豊
前
守
御
画
道

御
染
簸
認
直

湾
哩
Ⅱ
し
》
し
一

こ
の
記
録
は
、
宝
永
元
年
（
一
七
○
四
）
か
ら
文
政
六
年
（
一
八
二
一
一
一
）

ま
で
の
一
二
○
年
間
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
一
二
○
年
間
に
、
家
紋
付
上
下
・

帷
子
・
御
自
筆
な
ど
の
拝
領
を
本
陣
側
が
願
い
出
た
大
名
、
お
よ
び
幕
府
の

諸
役
人
の
数
は
五
三
名
、
同
様
に
小
島
本
陣
が
上
下
・
帷
子
な
ど
の
拝
領
を

得
た
あ
の
五
○
名
、
書
画
な
ど
の
御
自
筆
の
拝
領
一
二
名
（
但
し
、
い
ず
れ

も
重
複
し
て
再
度
の
記
載
は
除
く
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
上
下
・
帷
子
の

拝
領
と
御
自
筆
の
拝
領
の
い
ず
れ
を
も
、
本
陣
と
定
宿
契
約
成
立
と
承
な
し

て
も
、
平
均
す
る
と
お
よ
そ
二
年
に
一
名
の
割
合
に
し
か
な
ら
ず
、
本
陣
が

一〈・一〈・蜷一休一
一〈・垂・廿五一泊
一〈・五・一一通
一〈・’一一人一泊一
麦。一一・十一〈｜休一
五・十・一一泊一
五・九・孔｜泊一

一〈・九・針一一一休一薮主膳（上下）’

四・九・十四一泊一

四・四。廿一一泊－
１
１
口

四・五・十九一泊一

？十？｜休一池田伊賀（上下）’ ―水野遠江守（上下）’

｜渡辺筑後守（上下）’
―久永相模守（上下）’
｜大久鵬雲守（上下）’

高橋主殿頭（上下）’
内藤＋次郎（上下）’
中
条
河
内
守
（
上
下
）
’

松平美作守（上下）’

本多伊予守（上下）’

酒井采女（上下）’ 七
四
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定
宿
の
大
名
た
ち
を
得
る
こ
と
は
、
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
。
従
っ
て
本
陣
の
収
入
も
定
収
に
足
る
も
の
は
な
か
な
か
得
難
く
、
そ

こ
に
通
行
大
名
た
ち
に
対
す
る
本
陣
同
志
の
客
引
き
争
い
も
起
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

な
お
右
の
第
２
表
で
わ
か
る
よ
う
に
宝
永
元
年
か
ら
文
政
六
年
ま
で
の
一

二
○
年
間
の
う
ち
、
前
半
の
六
○
年
、
即
ち
、
宝
永
元
年
（
一
七
○
四
）
か

ら
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
ま
で
は
、
本
陣
か
ら
の
拝
領
物
の
下
賜
願
出

て
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
後
半
の
明
和
年
間
以
後
に
な
る
と
そ
の
数
が
急
増
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
陣
側
が
定
宿
大
名
を
新
し
く
開
拓
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
陣
の
収
入
を
確
保
し
た
い
と
の
希
望
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
状
況
は
逆
に
本
陣
経
営
の
よ
り
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
裏

付
け
て
い
る
。

本
陣
が
大
名
と
の
定
宿
契
約
に
固
執
し
た
さ
ま
は
、
左
の
記
録
を
ふ
る
と

よ
く
わ
か
る
。
こ
れ
は
天
明
元
年
（
’
七
八
一
）
三
月
十
六
日
、
大
坂
北
町

奉
行
の
京
極
伊
予
守
高
恵
が
当
本
陣
に
投
宿
し
た
い
き
さ
つ
を
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。

右
は
享
保
年
中
御
宿
仕
候
処
、
安
永
四
年
御
登
之
節
、
又
兵
衛
方
間
進

一
而
御
泊
不
遊
候
、
依
而
御
機
嫌
窺
二
参
候
処
、
其
節
野
口
次
右
衛
門

様
被
仰
聞
候
々
此
度
間
運
一
一
而
又
兵
衛
方
二
止
宿
申
付
候
。
重
而
〈

私
宅
へ
御
宿
可
被
仰
付
旨
御
申
渡
被
遊
候
二
付
、
此
節
御
下
り
御
願
中

上
侯
処
、
御
泊
被
仰
付
侯
。
先
達
而
御
宿
割
中
様
、
御
由
緒
御
存
知
無

之
、
又
兵
衛
方
へ
御
泊
違
被
遊
候
二
付
、
彼
是
此
節
も
間
運
、
又
兵
衛

方
へ
御
泊
被
遊
候
、
依
之
私
宅
之
儀
〈
先
年
御
由
緒
も
有
之
、
小
田
原

一
一
而
御
泊
も
被
遊
仰
付
侯
二
付
、
箕
原
様
、
村
井
様
、
私
方
へ
御
断
二
而

近
世
宿
駅
に
お
け
る
大
名
と
本
陣
（
堀
田
）

殿
様
御
目
見
被
仰
付
、
金
試
百
疋
被
下
置
候
、
重
而
〈
無
間
達
御
宿
可

（
皿
）

被仰付旨御中渡被遊候、以上（ママ）（二月五日、享和と改元）
ま
た
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
は
寛
政
十
三
年
（
一
八
○
一
）
十
月

二
日
駿
府
御
加
番
の
酒
井
玄
蕃
が
小
田
原
か
ら
当
大
磯
宿
を
通
過
し
た
際
の

も
の
で
あ
る
。

右
者
、
去
申
年
（
寛
政
十
二
年
）
九
月
御
登
り
之
節
、
外
本
陣
石
井
又

兵
衛
方
江
御
小
休
被
為
遊
候
得
共
、
享
保
年
中
日
向
守
様
与
奉
申
上
候

節
、
御
本
陣
相
動
、
其
外
両
度
も
御
本
陣
相
勤
侯
二
付
、
駿
府
表
江
御

由
緒
書
差
上
候
処
、
御
糺
之
上
御
宿
割
中
村
丈
八
様
御
越
被
遊
、
九
月

廿
九
日
御
泊
被
為
仰
付
侯
。
然
ル
処
又
兵
衛
罷
越
、
相
願
申
候
得
共
御

聞
済
無
之
、
殊
二
右
中
村
様
御
義
者
姫
路
様
御
家
中
之
よ
し
被
仰
聞
候
、

則
御
用
人
様
又
兵
衛
江
被
仰
渡
候
者
、
其
方
此
度
相
願
候
共
、
相
叶
不

申
候
間
、
御
途
中
江
相
願
申
間
敷
旨
被
仰
渡
候
、
然
ル
処
奥
津
川
、
富

士
川
満
水
二
付
、
差
支
、
依
而
御
延
日
一
一
相
成
、
朔
日
小
田
原
宿
片
岡

永
左
衛
門
方
御
泊
被
為
仰
付
侯
間
、
当
駅
御
直
通
之
旨
長
野
伊
平
次
様

御
立
寄
被
仰
聞
、
右
廿
九
日
当
駅
御
泊
之
御
名
札
、
御
下
宿
札
可
被
遊

（
候
力
）
（
マ
マ
）

御
上
ヶ
□
処
、
為
重
而
永
井
伊
左
衛
門
様
、
長
谷
川
金
蔵
様
よ
り
被

（
玄
脱
力
）

下
置
候
。
其
上
御
関
一
別
一
一
而
御
目
見
江
被
為
仰
付
、
金
百
疋
長
谷
川
様

（
ｕ
）

御
取
次
一
一
而
被
下
置
候
事
。

当
時
大
磯
に
は
、
小
島
本
陣
の
ほ
か
に
尾
上
・
石
井
の
両
本
陣
が
あ
っ

た
。
右
の
二
つ
の
史
料
は
、
石
井
本
陣
に
小
島
本
陣
の
定
宿
者
を
と
ら
れ
そ

う
に
な
っ
た
も
の
を
、
以
前
よ
り
の
由
緒
あ
る
あ
か
し
を
立
て
て
、
再
び
小

島
本
陣
へ
の
投
宿
を
約
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
○
○
疋
内
至
二

○
○
疋
の
金
子
を
拝
領
し
た
記
録
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
定
宿
者
の
休
泊
を
、

七
五
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外
の
本
陣
に
と
ら
れ
ま
い
と
す
る
姿
勢
が
よ
く
わ
か
る
。

大
名
が
特
定
本
陣
を
定
宿
と
決
め
る
に
際
し
て
は
、
と
り
た
て
て
文
普
類

を
本
陣
に
下
す
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、
下
賜
品
の
ゑ
が
唯
一
の

物
的
証
拠
と
な
る
の
で
、
本
陣
側
と
し
て
は
執
勧
な
ま
で
に
そ
の
拝
領
を
願

い
、
時
と
し
て
大
名
の
江
戸
屋
敷
に
ま
で
願
書
を
出
し
た
。
ま
ず
亭
主
へ
の

家
紋
付
上
下
の
拝
領
、
そ
れ
が
叶
う
と
伜
や
親
た
ち
へ
も
拝
領
を
願
い
、
次

い
で
帷
子
・
羽
織
・
御
時
服
と
い
う
よ
う
に
順
を
追
っ
て
拝
領
を
願
い
出
る
。

そ
し
て
火
災
な
ど
不
慮
の
事
故
で
拝
領
物
を
失
っ
た
と
き
は
、
再
度
の
拝
領

を
願
い
出
た
。
更
に
そ
の
上
で
補
刀
御
免
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
よ
う

に
し
て
通
行
大
名
と
緊
密
な
関
係
を
結
び
、
定
宿
者
と
し
て
定
着
さ
せ
よ
う

と
し
た
。
そ
の
願
書
の
一
例
を
示
す
と
、
左
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

文
政
二
卯
年
七
月
大
坂
御
加
番

内
藤
播
磨
守
様

右
は
七
月
十
七
日
、
従
戸
塚
御
昼
休
被
為
仰
付
候
処
、
知
恩
院
宮
様
御

下
向
二
付
、
俄
二
木
曽
御
通
行
二
相
成
、
御
登
二
付
、
江
戸
麻
布
百
姓

町
御
屋
敷
江
御
時
服
拝
領
仕
度
段
、
以
書
付
奉
差
上
候
。

右
書
付
之
写

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

大
守
様
今
般
御
登
城
被
為
遊
候
二
付
、
御
先
為
御
用
、
尾
崎
清
右
術
門

様
御
越
被
遊
、

来
ル
十
七
日
、
当
駅
不
相
替
御
昼
休
被
為
仰
付
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、

則
御
日
限
何
之
御
差
支
無
御
座
、
難
有
御
待
請
奉
申
上
候
。

御
家
様
御
儀
乍
恐
私
儀
御
由
緒
御
座
候
二
付
、
御
代
々
様
御
目
被
下

置
、
御
紋
附
御
上
下
御
時
服
等
迄
拝
領
被
為
仰
付
、
難
有
仕
合
奉
存
候
。

法
政
史
学
第
二
十
六
号

然
ル
処
度
を
類
焼
故
、
御
拝
領
物
等
焼
失
仕
候
二
付
、
去
明
和
四
年
七

月
十
七
日
御
昼
休
之
側
、
御
上
下
御
時
服
拝
領
仕
度
奉
願
上
候
処
、
今

村
清
右
衛
門
様
、
土
田
三
郎
兵
衛
様
、
渡
辺
長
右
衛
門
様
、
原
田
五
兵

衛
様
、
今
村
庄
右
衛
門
様
、
御
列
座
一
市
御
召
御
上
下
壱
具
拝
領
仕
候
。

御
時
服
之
義
は
追
而
拝
領
可
被
為
仰
付
旨
被
仰
渡
難
有
仕
合
奉
存
候
。

然
処
寛
政
五
丑
年
七
月
十
七
日
当
駅
御
昼
休
之
節
、
三
松
幾
右
衛
門

様
、
今
村
清
右
衛
門
様
江
拝
領
之
儀
奉
願
上
候
。
猶
又
文
化
三
寅
年
七

月
、
御
登
坂
之
節
、
奉
願
上
候
処
、
翌
卯
年
八
月
廿
日
藤
沢
宿
於
御
旅

館
、
御
紋
附
御
召
御
上
下
壱
具
、
御
家
老
原
田
嘉
右
衛
門
様
、
御
用
人

土
田
翁
輔
様
、
梅
津
文
蔵
様
御
列
座
一
一
而
拝
領
仕
、
冥
加
至
極
難
有
仕

合
本
存
候
、
然
処
兼
而
親
共
よ
り
御
願
奉
申
上
置
候
御
時
服
之
義
、
御

取
次
織
内
祐
蔵
様
迄
御
吹
挙
奉
願
上
候
処
、
此
節
両
品
之
義
は
御
取
計

雌
被
成
、
追
而
拝
領
可
被
為
仰
付
候
様
御
取
計
可
被
成
下
旨
被
仰
聞
、

雌
有
仕
合
奉
存
候
。

Ⅲ
又
私
儀
乍
恐

紀
州
様
御
目
被
下
置
候
二
付
、
先
年
御
国
許
迄
度
々
御
供
被
召
連
、
若

山
於
御
殿
、
御
盃
ヲ
頂
戴
仕
、
帯
刀
御
免
被
仰
付
、
其
上
御
本
陣
江
御

紋
附
御
高
張
井
弓
張
御
提
灯
等
迄
被
下
置
、
則
右
御
盃
等
大
切
所
持
仕

罷
在
候
。
然
処
御
当
代
紀
伊
大
納
言
様
御
転
進
後
、
文
化
十
四
丑
年
三

月
廿
日
私
宅
御
旅
館
之
節
よ
り
別
而
御
目
被
下
置
候
義
二
御
座
候
。

右
従

紀
州
様
御
入
被
為
遊
候
。

御
家
様
御
先
君
貞
幹
公
様
御
代
よ
り
猫
又
私
儀
格
別
二
御
代
々
様
御

目
被
下
置
、
難
有
仕
合
本
存
侯
。
何
卒
先
年
よ
り
御
願
奉
申
上
候
通
、

七
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今
般
御
登
坂
之
卿
、
乍
恐
御
召
下
り
御
帷
子
頂
戴
被
為
仰
付
被
下
置
候

様
奉
願
上
候
。
是
迄
は
勿
論
、
己
来
共
御
由
緒
申
立
外
御
願
ヶ
間
敷
義

は
決
而
不
申
上
候
。
右
願
之
通
拝
領
御
吹
挙
被
成
下
置
、
頂
戴
被
為
仰

付
被
下
置
候
は
上
先
柵
親
共
へ
対
し
外
聞
実
儀
共
冥
加
至
極
難
有
仕
合

奉
存
候
。
何
卒
此
段
偏
奉
願
上
候
以
上
。

文
政
二
卯
年
七
月

東
海
道
大
磯
宿
御
本
陣

（
⑫
）

小
嶋
才
三
郎

こ
の
史
料
で
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
焼
失
し
た
亭
主
へ
の
家
紋
付
上
下

の
拝
領
の
願
い
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
親
共
へ
の
御
時
服
拝
領
の
依
頼
、
及
び

州
刀
免
許
や
盃
・
提
灯
な
ど
頂
戴
し
た
こ
と
な
ど
を
綿
々
と
書
き
綴
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
墜
異
を
か
え
せ
ば
大
名
と
本
陣
と
の
由
緒
の
深
さ
の
主
張
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
文
末
の
、
あ
れ
こ
れ
拝
領
物
を
願
い
出
て
も
、
由

緒
申
し
立
て
の
ほ
か
は
御
願
い
が
ま
し
い
こ
と
は
申
し
出
な
い
と
の
断
り
書

き
が
日
を
ひ
く
。
こ
こ
に
大
名
と
本
陣
の
私
的
関
係
の
限
界
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
本
陣
側
の
大
名
に
対
す
る
配
慮
と
、
如
何
に
し
て
も
家
紋
付
上
下
等

を
拝
領
し
て
、
大
名
定
宿
の
強
化
を
計
り
た
い
と
い
う
、
つ
よ
い
願
望
を
見

出
す
の
で
あ
る
。

一
方
、
参
凱
交
代
な
ど
の
大
名
の
旅
は
、
長
途
に
わ
た
る
こ
と
も
多
く
、

本
陣
の
亭
主
た
ち
に
家
紋
付
上
下
な
ど
の
拝
領
の
希
望
を
願
い
出
ら
れ
て
も
、

す
ぐ
そ
の
場
で
与
え
ら
れ
る
ほ
ど
余
分
な
衣
類
の
持
ち
合
せ
の
な
い
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
下
賜
す
る
品
に
見
合
っ
た
金

子
と
、
そ
れ
に
品
物
の
目
録
を
添
え
て
与
え
た
。
本
陣
亭
主
は
そ
の
金
子
を

以
っ
て
白
羽
二
重
を
調
え
、
大
名
の
江
戸
屋
敷
ま
で
持
参
し
て
、
そ
こ
に
出

近
世
宿
駅
に
お
け
る
大
名
と
本
陣
（
堀
田
）

田
中
丘
隅
が
『
民
間
省
要
』
に

「
几
道
中
の
宿
々
に
は
往
来
の
旅
人
連
、
国
々
の
大
名
小
名
、
上
下

の
余
慶
を
以
し
て
相
定
物
也
、
価
て
参
観
交
代
の
時
節
は
、
日
々
数
万

の
人
馬
つ
ど
ひ
通
と
い
へ
ど
、
道
中
是
を
渡
世
と
し
て
喜
び
、
更
に
痛

と
せ
ず
、
駅
に
数
千
人
馬
を
継
ぐ
と
い
へ
ど
、
権
威
の
邪
な
け
れ
ば
苔

と
な
ら
ず
、
安
静
に
し
て
往
来
し
か
屯
速
か
な
り
、
是
皆
々
一
物
が
ゆ

へ
な
り
、
斯
し
て
も
、
終
に
い
づ
れ
の
国
何
れ
の
守
の
人
馬
、
且
又
荷

物
の
類
途
中
に
淵
し
た
め
し
更
に
な
し
。

と
参
蝋
交
代
等
、
大
小
名
の
往
来
が
宿
に
と
り
喜
ば
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
時
節
に
は
、
日
々
数
万
の
人
馬
が
宿
に
つ

ど
い
通
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
数
千
人
馬
を
継
ぐ
と
い
う
こ
と
は
、
宿
の
繁

栄
に
直
接
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
り
、
宿
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
本
陣
の
確

た
る
存
立
は
、
一
つ
の
必
要
条
件
で
あ
っ
た
。
し
か
も
本
陣
の
起
立
は
大
名

の
通
行
に
由
来
し
、
そ
の
存
亡
を
左
右
し
た
も
の
も
ま
た
大
名
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

入
り
の
紺
屋
へ
命
じ
て
染
め
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
持
ち
帰
っ
て
仕
立
て
た
り
、

時
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
も
江
戸
屋
敷
で
仕
立
て
て
貰
っ
て
拝
領
し
た
り
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
大
名
の
定
宿
が
決
定
す
る
と
、
御
通
行
の
た
び
に
決

っ
て
そ
の
本
陣
に
投
宿
す
る
ほ
か
、
御
下
賜
金
の
額
も
は
ず
み
、
家
内
の
者

達
（
男
親
・
伜
・
妻
な
ど
に
限
る
）
に
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
御
心
付
け
を
受
け
、
御

祝
儀
や
畳
・
建
具
類
の
調
度
金
、
並
び
に
補
修
饗
な
ど
も
賜
わ
る
の
で
、
経
済

上
か
ら
も
本
陣
と
し
て
は
大
名
の
定
宿
が
頑
要
な
事
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

七
七
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註（
１
）
最
近
に
な
っ
て
『
蕨
市
史
』
（
一
一
巻
五
頁
）
に
よ
る
と
、
嶋
田
宿

置
塩
本
陣
の
例
で
、
同
家
は
慶
長
年
間
及
び
寛
永
十
一
年
か
ら
大

名
宿
泊
の
写
し
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
中
に
「
本
陣
」

の
名
の
記
載
の
な
い
こ
と
を
あ
げ
、
延
宝
年
間
の
も
の
に
な
っ
て

や
っ
と
「
御
本
陣
」
の
名
の
記
救
初
見
を
指
摘
し
て
、
「
こ
の
事

実
は
参
勤
交
替
制
の
実
施
以
降
も
本
陣
職
任
命
の
時
期
が
各
本
陣

ご
と
に
区
含
だ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
間
い
わ

ゆ
る
正
式
な
本
陣
が
多
く
成
立
し
な
い
段
階
と
も
い
え
る
戦
国
末

期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
、
本
陣
の
先
駆
的
形
態
と
し
て
そ
の

役
割
を
代
替
し
て
い
た
も
の
の
存
在
を
想
定
さ
せ
る
」
と
見
解
を

明
ら
か
に
し
、
そ
し
て
そ
の
役
割
を
代
替
し
た
も
の
と
し
て
御
殿

及
び
御
茶
屋
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
に
は
幕
府
直
営
の
も

の
と
藤
営
の
も
の
と
の
別
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
有
し

た
が
、
本
陣
起
立
の
寛
永
期
頃
を
境
に
、
幕
府
直
営
の
も
の
は
御

殿
・
御
茶
屋
が
消
滅
し
て
民
間
の
本
陣
に
移
行
・
転
化
し
て
い
っ

た
の
に
対
し
、
藩
営
の
も
の
は
は
っ
き
り
し
た
変
化
が
ふ
ら
れ
ず
、

そ
の
ま
ま
江
戸
後
期
ま
で
持
続
し
て
、
主
に
御
茶
屋
と
本
陣
と
の

両
性
格
を
併
有
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
２
）
大
熊
喜
邦
著
繍
巍
蠅
州
本
陣
の
研
究
』
四
七
頁
。
当
時
の
本
陣
は
、

一
定
の
宿
舎
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
寺
院
。
民
屋
な
ど
の
広

い
場
所
を
選
ん
で
あ
て
た
の
で
あ
っ
た
。

（
３
）
前
掲
書
四
九
頁

（
４
）
大
磯
町
教
育
委
員
会
編
、
『
東
海
道
大
磯
小
島
本
陣
史
料
』
「
御
休

泊
控
帳
」

（
５
）
打
足
銭
に
つ
い
て
は
、
児
玉
幸
多
箸
『
近
世
宿
駅
制
度
の
研
究
』

（
四
二
五
頁
）
に
左
の
様
な
記
録
が
あ
る
、
こ
れ
は
中
山
道
追
分

宿
に
お
け
る
安
政
三
年
（
’
八
五
六
）
の
も
の
で
あ
る

法
政
史
学
第
二
十
六
号

／~、′■、「■、

８７６
、ソミーノ、-ノ

（
９
）

'へ′へ′~、

１２１１１０
、ﾛノ、_ノ、-ノ

附
記本
稿
は
、
卒
業
論
文
「
参
肌
交
代
」
の
一
部
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ

る
。
成
稿
に
あ
た
り
御
指
導
と
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
村
上
直
先
生

に
謝
意
を
表
し
ま
す
。

金
拾
五
両
弍
分
三
朱

一
、
銀
六
十
壱
匁
五
分

御
用
宿
打
足

銭
百
一
一
一
拾
〆
三
百
七
文

是
渚
御
用
方
様
木
銭
米
代
御
払
一
一
相
成
候
分
江
打
足
、
御
壱
人

一
一
付
平
年
〈
弍
百
文
宛
之
割
分
ヲ
以
相
渡
候
処
、
当
辰
年
之
儀

諸
色
高
直
二
付
、
御
壱
人
前
式
百
拾
六
文
之
積
リ
ヲ
以
相
渡
候

分

こ
れ
に
よ
る
と
、
打
足
銭
と
い
う
の
は
御
用
宿
の
本
陣
一
戸
当
り

に
如
何
程
と
給
付
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
御
用
宿
泊
者
一
人
に
つ

き
い
く
ら
と
い
う
割
合
で
給
付
さ
れ
、
し
か
も
物
価
の
変
動
に
も

あ
る
程
度
順
応
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
蕨
市
史
』
二
巻
一
三
九
頁

前
掲
「
御
休
泊
控
帳
」

茨
木
市
教
育
委
員
会
・
茨
木
市
文
化
財
研
究
調
査
会
編
「
茨
木
市

文
化
財
資
料
集
」
第
十
集
『
椿
の
御
本
陣
』
九
頁

大
磯
町
教
育
委
員
会
編
『
東
海
道
大
磯
小
島
本
陣
史
料
』
「
記
憶

簿
」

前
掲
「
御
休
泊
控
帳
」

前
掲
「
御
休
泊
控
帳
」

前
掲
「
記
憶
鯨
」
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